







































令和⚒年度 北海道武蔵女子短期大学 武蔵教養セミナー 公開講座 働くよろこび／生き残りの知恵
1 合計特殊出生率とは一人の女性が 15～49 歳までに産む子どもの数の平均を示し
たもの。
2019 年⚔月⚑日の待機児童の人数は⚑万 6772 人です。過去 25 年間で
待機児童数が最も多かったのは、2004（平成 17）年の⚔万 3434 人ですか
ら実に半減したといえます。また、札幌市については、市が公表してい





















26 日雇児保発 0426 第⚓号）より抜粋
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また重大事故2）については 1,212 件で、そのうち骨折が最も多く 974 件
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図表⚓ 保育施設数と職員配置に係る運営基準（2018 年）
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北海道の鍛冶屋とその生き残りの知恵
～人とものをつなぐ鍛冶屋～











































































































































































































































































































































古崎愛子・辻敬一郎・村瀬旻訳），サイエンス社．（J. J. Gibson 1979 The
Ecological Approach to Visual Perception. Houghton Mifflin Company,
Boston）．
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伸聖訳，みすず書房，（M. McLuhan 1964 Understanding Media: The
Extensions of Man. McGraw-Hill, New York）．
三田村佳子．2008．「職人という生き方」，『物づくりと技』，日本の民俗 11，
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316.8 万人であり前年比で 6.7 万人ほど減少している（2019 年度「学校
基本調査」より）。この中で商業高校・商業科設置校（以下、商業高校）
で学ぶ生徒は 18.5 万人で全生徒の 5.9％である。最も多い普通科の生
徒は 73.1％、⚒番目の工業科は 7.6％であり、わが国の後期中等教育で
は普通科（普通プログラム）が多い1）。また、学科設置数をみても 1990


































































⚑．情報処理系科目 31.7％ 41.3％ 17.3％ 9.6％ 2.95 0.93 104
⚒．簿記会計系科目 38.5％ 46.2％ 11.5％ 3.8％ 3.19 0.78 104
⚓．経済理論系科目 2.9％ 37.5％ 39.4％ 20.2％ 2.23 0.80 104
⚔．ビジネスマナー系科目 19.2％ 43.3％ 25.0％ 12.5％ 2.69 0.92 104
⚕．調査研究系科目 11.5％ 29.8％ 34.6％ 24.0％ 2.29 0.96 104
⚖．普通（共通）教科科目 4.8％ 49.0％ 35.6％ 10.6％ 2.48 0.75 104
⚗．商業に関する行事 18.3％ 52.9％ 20.2％ 8.7％ 2.81 0.83 104
⚘．学校全体の一般行事 41.3％ 40.4％ 13.5％ 4.8％ 3.18 0.84 104
⚙．クラブ活動 58.9％ 20.0％ 15.8％ 5.3％ 3.33 1.00 95


















⚑．情報処理系科目 55.9％ 33.3％ 6.9％ 3.9％ 3.41 0.78 102
⚒．簿記会計系科目 38.2％ 34.3％ 25.5％ 2.0％ 3.09 0.84 102
⚓．経済理論系科目 19.6％ 41.2％ 31.4％ 7.8％ 2.73 0.86 102
⚔．ビジネスマナー系科目 56.9％ 28.4％ 10.8％ 3.9％ 3.38 0.83 102
⚕．調査研究系科目 19.6％ 26.5％ 39.2％ 14.7％ 2.51 0.97 102
⚖．普通（共通）教科科目 24.5％ 35.3％ 36.3％ 3.9％ 2.80 0.85 102
⚗．商業に関する行事 26.5％ 32.4％ 34.3％ 6.9％ 2.78 0.91 102
⚘．学校全体の一般行事 24.5％ 32.4％ 33.3％ 9.8％ 2.72 0.94 102
⚙．クラブ活動 35.1％ 37.1％ 18.6％ 9.3％ 2.98 1.03 97













⚑．情報処理系科目 58.3％ 23.8％ 8.3％ 9.5％ 3.31 0.98 84
⚒．簿記会計系科目 21.4％ 34.5％ 26.2％ 17.9％ 2.60 1.01 84
⚓．経済理論系科目 9.5％ 27.4％ 40.5％ 22.6％ 2.24 0.91 84
⚔．ビジネスマナー系科目 44.0％ 39.3％ 9.5％ 7.1％ 3.20 0.88 84
⚕．調査研究系科目 13.1％ 16.7％ 41.7％ 28.6％ 2.14 0.98 84
⚖．普通（共通）教科科目 6.0％ 32.1％ 42.9％ 19.0％ 2.25 0.83 84
⚗．商業に関する行事 16.7％ 44.0％ 20.2％ 19.0％ 2.58 0.98 84
⚘．学校全体の一般行事 9.5％ 35.7％ 35.7％ 19.0％ 2.36 1.02 84
⚙．クラブ活動 16.9％ 44.2％ 26.0％ 13.0％ 2.65 1.09 77
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A 進路希望を具体化（行きたい企業や学校を決めるなどの進路選択）すること 3.40 2.72
B 働く経験により社会を知ること 3.74 3.49
C 学校で学んだことが社会で役立つか確認すること 3.24 3.18
D 自分に不足している能力を知ること 3.13 3.01
E ビジネスマナーや礼儀作法を身につけること 3.61 3.48
F その後の学習意欲の向上や学校生活を充実させること 2.68 2.41
G チームワークや集団で協力して作業をやり遂げること 3.09 3.42
H 個人で目標に向けて作業をやり遂げること 3.05 2.66
I 社会のルールや決まりを守ること 3.59 3.29






















































ここでは、全国の商業高校で先進的な実践を指導している 22 校 27 名
名の教員に聞き取り調査を行った内容を紹介する（これは JSPS 科研費
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事後－事前 0.23 0.75 ＊＊
卒前－事後 －0.89 1.06 ＊＊
卒前－事前 －0.66 1.03 ＊＊
②学習意欲の向上
事後－事前 0.27 0.79 ＊＊
卒前－事後 －0.72 0.94 ＊＊
卒前－事前 －0.44 0.89 ＊＊
③マナー・礼儀の実践
事後－事前 0.31 0.74 ＊＊
卒前－事後 －0.28 0.82 ＊＊
卒前－事前 0.03 0.86 n.s.
④将来への展望
事後－事前 0.97 0.91 ＊＊
卒前－事後 －0.52 0.78 ＊＊
卒前－事前 0.45 1.11 ＊＊
⑤高校生活の充実
事後－事前 0.12 0.65 ＊
卒前－事後 －0.68 0.80 ＊＊
卒前－事前 －0.56 0.93 ＊＊




















⚑ A 高校 北海道 地域と連携した商品開発 37％ 6 470 476 99％ ⚓ 1990
⚒ B 高校① 九州 学校デパート 47％ 206 329 535 61％ ⚑ 1957
⚓ B 高校② 九州 模擬株式会社の運営 47％ 206 329 535 61％ ⚑ 1957




72％ 262 274 536 51％ ⚓ 1948
⚕ D 高校 近畿 地域と連携した調査研究活動 72％ 247 576 823 70％ ⚑ 2012
⚖ E 高校 関東 商品開発と模擬株式会社 54％ 212 396 608 65％ ⚑ 1924




73％ 331 491 822 60％ ⚓ 1882
⚘ G 高校① 中部 学校デパートと商品開発 44％ 200 637 837 76％ ⚑ 1900




44％ 200 637 837 76％ ⚑ 1900




82％ 211 341 552 62％ ⚓ 1916




72％ 402 529 931 57％ ⚓ 1985
12 I 高校② 近畿 地域と連携した調査研究活動 72％ 402 529 931 57％ ⚓ 1985
13 J 高校 九州 学校デパート 59％ 393 709 1,102 64％ ⚔ 1895
14 K 高校① 九州 電子商取引 51％ 307 453 760 60％ ⚓ 1906
15 K 高校② 九州 起業家教育 51％ 307 453 760 60％ ⚓ 1906
16 L 高校 九州 学校デパートとインターンシップ 46％ 0 392 392 100％ ⚒ 1950
17 M 高校 中部 株式会社経営と起業教育 72％ 243 235 478 49％ ⚒ 1969
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50％ 266 537 803 67％ ⚓ 1909
20 P 高校 近畿 貿易に関する実践 66％ 308 500 808 62％ ⚓ 1878
21 Q 高校 北海道 商品開発と調査研究活動 50％ 195 511 706 72％ ⚔ 1922
22 R 高校 北海道 地域と連携した商品開発 26％ 277 261 538 49％ ⚓ 1906
23 S 高校 中国 学校デパート 53％ 352 600 952 63％ ⚑ 1899




54％ 295 410 705 58％ ⚒ 1902
25 U 高校① 東北 地域と連携した調査研究活動 40％ 123 219 342 64％ ⚓ 1924
26 U 高校② 東北 模擬株式会社の運営 40％ 123 219 342 64％ ⚓ 1924
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〈表⚙〉個別キーワードと⚕つのカテゴリー




























































































































































































































A 高校 北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○
B 高校① 九州 ○ ○ ○
B 高校② 九州 ○ ○ ○
C 高校 北海道 ○ ○ ○ ○ ○
D 高校 近畿 ○ ○ ○ ○ ○
E 高校 関東 ○ ○ ○
F 高校 関東 ○ ○ ○ ○
G 高校① 中部 ○ ○ ○ ○
G 高校② 中部 ○ ○ ○ ○
H 高校 中部 ○ ○ ○ ○ ○ ○
I 高校① 近畿 ○ ○ ○ ○
I 高校② 近畿 ○ ○ ○ ○
J 高校 九州 ○ ○ ○ ○ ○ ○
K 高校① 九州 ○ ○ ○ ○ ○
K 高校② 九州 ○ ○ ○ ○ ○
L 高校 九州 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
M 高校 中部 ○ ○ ○ ○ ○
N 高校 中部 ○ ○ ○ ○ ○ ○
O 高校 四国 ○ ○ ○
P 高校 近畿 ○ ○ ○
Q 高校 北海道 ○ ○ ○
R 高校 北海道 ○ ○ ○ ○ ○
S 高校 中国 ○ ○ ○
T 高校 東北 ○ ○ ○
U 高校① 東北 ○ ○ ○ ○
U 高校② 東北 ○ ○ ○ ○ ○
V 高校 中部 ○ ○ ○ ○ ○

























ス協会（NBEA）の『National Standards for Business Education』（2013）
では、ビジネスについて学ぶ領域の中に会計やコンピュータ、マネジメ
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⚒) 平成 22 年（2010 年）告示『高等学校学習指導要領』では、必履修科目で
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文部科学省「学校基本調査」〈https: //www.mext. go. jp/b_menu/toukei/
chousa01/kihon/1267995.htm〉、（2019-12-22 参照）
NATIONAL BUSINESS EDUCATION ASSOCIATION. “National
Standards for Business Education” 2013
〈https://neapolitanlabs.education/assets/north_linn/files/business_
educati-on.pdf〉（accessed 2018-10-20）
OECD. “Education at a Glance 2018: OECD Indicators” 2018
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齋藤 取りあえずは、変化しないと生き残っていけないのかなと思いま
す。例えば、授業にしても、大学での仕事にしても、絶えず社会の動き
に注意し、学生の要望を入れながら、やっていく。新しいものを見付け
たら、やってみる。失敗してもまたやってみる。そういう試行錯誤を繰
り返しながら変わっていくということでしょうか。
明田川 対話と信頼関係が重要だと思います。大学という職場でも、そ
れぞれの価値観は違いますが、皆がそれをシェアしながら全体が学生に
対し、より良い環境を作っていくことに努力を傾けていけるといいなと
思っています。
髙橋 専門性ですね。これを学び続けることと、それを使えるようにす
ることですね。活用出来るようにする、それを自分もやらなければなら
ない。机上の空論で終らないように、学び続けなければならないと思い
ます。
中澤 今回はオンラインという初めての試みでした。不安もありました
が、お三方の素晴らしいお話しで成功裡に終えることが出来ました。コ
ンパクトに、しかも密度の濃い論議を展開していただきました。その上、
お三人の教員としての覚悟も披歴していただいて、学生・生徒のみなら
ず、視聴していただいたギャラリーの皆さまにとっても、ご自分がどの
ように生き残っていくかというヒントを得られたのではないかと思いま
す。ありがとうございました。
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